
2019年度藤原賞の受賞者決まる

受賞者：新野 宏（東京大学大気海洋研究所）

業績：大気中の渦・乱流等メソスケール気象に関する

先駆的研究ならびに気象学・気象業務発展への

貢献

選定理由：

大気中の渦は，温帯低気圧や台風から竜巻，塵旋風

に至るまで，様々なスケールの気象擾乱として人間活

動に深く関わっており，災害をもたらす顕著現象の要

因ともなっている．また，大気中の乱流運動は，潜

熱・顕熱・運動量などの輸送や境界層雲の生成を通し

て，気象擾乱の時間発展から大気の平均的温度構造の

形成，気候変動にまで深く関わっている．

新野 宏氏は，地球流体力学的アプローチにより，

大気中の多様な渦・対流・乱流および湿潤過程が関わ

るメソスケール現象の先駆的研究を行ってきた．東京

大学大学院生時代から気象研究所在籍中の1990年頃ま

では，大気・海洋中の基本的力学過程である順圧不安

定の非線形発展について室内実験と理論により明らか

にした（Niino and Misawa1984）ほか，海陸風の空

間・速度スケールを決める機構（Niino 1987）や海洋

の熱塩前線中の水平貫入現象の発生機構（Niino

1986）を理論的に解明した．1990年に栃木県壬生町と

千葉県茂原市で強い竜巻が発生したのを契機に，竜巻

に関する詳細な現地調査やドップラーレーダーに基づ

く解析や包括的な統計解析（Niino et al. 1993;Niino
 

et al.1997;Suzuki et al.2000）を行った．

さらに1995年に東京大学海洋研究所（現大気海洋研

究所）に異動した後は，大学院生や共同研究者と共

に，竜巻の高解像度数値シミュレーション（Mashi-

ko et al.2009）やアンサンブル再現実験（Yokota et
 

al. 2018）に取り組み，竜巻の発生機構と内部構造，

竜巻を生ずる温帯低気圧（Tochimoto and Niino

2016）や台風の構造・環境場を解明してきた．また，

冬季に高緯度海洋上で生ずるメソスケール低気圧

（Yanase and Niino 2007;Yanase et  al. 2016;

Watanabe et al. 2017），地球や火星の裸地上で発生

する塵旋風（Ito et al. 2013），台風境界層に生ずる

ロール状渦構造（Nakanishi and Niino2012）など，

大気境界層やメソスケールの多様な現象について先駆

的な研究成果を数多く発表してきている．

数値予報の分野では，数値モデルの予測性能を確保

する上で，信頼できる乱流境界層モデルの構築が重要

な課題の１つとなっている．新野氏は，防衛大学校の

中西氏とともに，LESモデルの開発とそれを用いた

Mellor-Yamada クロージャーモデルの改良に取り組

み，計算安定性が高くクロージャーレベルの切り替え

可能な湿潤境界層乱流モデル“MYNNスキーム”を

考案した（Nakanishi and Niino 2004,2006,2009）．
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MYNNスキームは，2007年に気象庁の現業数値予報

モデルであるMSM に世界初のLevel ３クロー

ジャーモデルの現業実用化として導入され，両氏は

2009年度の日本気象学会賞を受賞している．さらに，

MYNNスキームは，大気・海洋結合気候モデル

MIROCや，非静力学正20面体格子大気モデル

NICAM にも導入され，気象・気候研究モデルの性能

向上に大きく貢献するとともに，世界に多数のユー

ザーを持つ米国の数値モデルWRFやNOAAの現業

同化予報サイクルにも導入されている．これら大気境

界層の力学と乱流過程に関する研究により，中西氏と

ともに平成29年度文部科学大臣表彰（科学技術賞）を

受賞している．

新野氏は，長年にわたり東京大学の教員として数多

くの若手研究者・専門家を育成したほか，2011年４月

から４年間は東京大学大気海洋研究所の所長を務め，

同研究所の管理・運営に尽力した．また，2007年から

10年間日本気象学会理事長を務め，学会の公益法人化

を成し遂げるなど気象学の発展に貢献するとともに，

日本学術会議等の学協会・各種委員会で要職を務め

て，学術及び科学技術の振興・発展に寄与してきた．

近年では交通政策審議会気象分科会会長として，科学

技術を見据えた気象業務のあり方の提言をまとめると

ともに，気象庁の数値予報モデル開発懇談会において

も会長を務め，現業数値予報モデル開発の方向性や大

学等研究機関との連携のあり方を取りまとめている．

このように新野 宏氏は大気中の渦・乱流等メソス

ケール気象に関する先駆的研究を推進し，ならびに気

象学・気象業務の発展に多大な貢献をしてきたので，

ここに2019年度日本気象学会藤原賞を贈呈するもので

ある．
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受賞者：林 祥介（神戸大学理学研究科惑星学専攻・

惑星科学研究センター）

業績：地球流体力学・惑星気象学の推進ならびに関連

知見集積のための情報基盤の構築

選定理由：

林 祥介氏はこれまでおもに地球流体力学・惑星気

象学の分野において世界を先導する研究業績をあげる

とともに，同分野における科学的知見や研究推進に必

要な計算機・情報関連の諸資源を，インターネット上

に集積・開発する活動を長年にわたって提唱し主導し

てきた．また並行して，同分野の研究教育，情報交換

のため研究会・セミナー等の場を立ち上げ，継続的に

実施することで若手研究者の育成にも尽力してきた．

地球流体力学分野における林氏の業績の第一は，全

地球が海洋で覆われた「水惑星」設定での大気大循環

モデル（GCM）実験の発案により，本質的に非線形

で数理的扱いが困難であった湿潤対流とその組織化に

関する体系的研究を可能にしたことである．世界初の

「水惑星」GCM 実験を行い，赤道域においてクラウ

ドクラスタとマッデン・ジュリアン振動（MJO）的

な変動構造の間に「スーパークラウドクラスタ」とい

う新たな階層が存在することなど，熱帯湿潤対流の階

層的構造に関する新奇性あふれる知見を得た（Haya-

shi and Sumi 1986）．この予言的な研究は，「ひまわ

り」データの解析により観測的に確かめられた．ま

た，この研究を契機として国内外の研究者による多数

の水惑星GCM 実験がおこなわれ（Numaguti and
 

Hayashi 1991など），さらに「国際水惑星大気大循環

モデル比較実験」（APE）（2013年の気象集誌特集号）

を経て（Blackburn et al. 2013；Nakajima et al.

2013），気候モデル比較実験の基本設定の一つとして

定着するに至っている．

第二は，流体における波動伝播と不安定問題の統一

的理解である．すなわち，従来，機械的に定義されて

きた「基本場」と「擾乱」の区別，およびそのエネル

ギーや運動量に関して徹底的な再吟味を行うことによ

り，シアー不安定が複数の波の相互作用として解釈で

きることを明確に示した（Hayashi and Young

1987）．この研究で案出された枠組みは，明快かつ一

貫した物理的構造を備え，かつ，多様な設定に適用可

能であり，その後の研究に強力な指導原理を与えた

（Takehiro and Hayashi1992など）．

林氏は，上記したような研究業績をあげる一方で，

地球流体力学の研究・教育の礎となる情報基盤の重要

性をいち早く認識し，その基盤構築を企画・先導し，

様々な活動を展開・深化させて来ている（林 1995）．

1980年代終盤より志を同じくする研究者らと開発した

可視化ライブラリは，日本の多くの気象学研究者に利

用され，今日に至っている．さらにその後も，より柔

軟なオブジェクト指向の解析可視化ライブラリの開発

を強力に支援した．科学の第３のパラダイムの勃興と

もいわれた，理論から数値実験・シミュレーションへ

の変化，あるいは科学的手法の拡大にあっては，検証

可能性担保のために誰もが使え追試計算できることの

重要性を認識し，時代を先取りしてオープンソースの

数値モデル群とライブラリの構築を主導した．多くの

研究者の協力を得て開発されてきたソフトウェアはす

べて，林氏が運営の中心を担う「地球流体電脳サー

バ」で公開され，同分野の研究者に利用されてきた

（竹広ほか 2006,http://www.gfd-dennou.org/）．さ

らに林氏は，地球流体力学・惑星科学に関する数多く

のセミナーを企画・先導して，その資料をアーカイ

ブ・公開している（http://www.gfd-dennou.org/

seminars/）．従来，知の集積は論文や書籍によって

実現されてきたが，それを補完するインターネット・

情報化時代の「生きたサイエンス」の記録として大き

な意味を持つ．

こういった地球流体力学及び情報基盤構築に関する

深い洞察力に基づき，近年，林氏はより広く惑星の大

気や内部流体の研究にも大きな貢献を果たしている．

地球シミュレータや「京」などの最先端計算機資源で

上記数値モデル群を駆使した大規模計算を通して，火

星・金星・木星・系外惑星など多種多様な惑星におけ

る大気や内部コアの循環に関する研究（Sugiyama et
 

al. 2006;Sasaki et al. 2011;Nishizawa et al. 2016;

Noda et al. 2017）を主導してきた．これらの研究を

通して我が国における惑星大気・惑星内部研究に携わ

る多くの研究者を育成するとともに，神戸大学の惑星

科学研究センター設立にも中心的な役割を果たした．

現在では，ポスト「京」の重点的研究開発の萌芽的課

題にも取組んでおり，次世代の地球流体力学・惑星大

気数値シミュレーションの発展にも中心的な役割を果

たしている．さらに，「あかつき」を始めとする惑星

探査における観測的研究と理論的数値的研究を融合し

た研究を推進している（Nakamura et al. 2016；

Kashimura et al.2019）．
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このように林 祥介氏は地球流体力学・惑星気象学

の独創的研究を推進し，ならびに関連した知見を集積

するための情報基盤の構築に多大な貢献をしてきたの

で，ここに2019年度日本気象学会藤原賞を贈呈するも

のである
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